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論　　文　　の　　要　　旨

　申間エネルギー領域（10－100MeV／u）おける重イオン核反応の機構を明らかにするのが，著者の

本研究の目的である。特に，低エネルギー（≦10MeV／u）と，高エネルギー（≧100MeV／u）の中

間において，1）核融合がどの位のエネルギーで消滅するか，ii）4≦Z≦一10の経い破片

（frag㎜ents）の生成断面積はどうなるか，を通じて，“相転移が起り得る熱い核物質の状態”を探究

する新しい手懸りを得ようとした。

　実験はフランス，カーン市にある国立重イオン加速器研究所（GANIL）において，日仏協力研究

として行われた。27A老（574μg／c㎡に，25－65MeV／u（～10MeV／u聞隔）を照射して，生成する4

≦Z≦20の中間質量破片と，1≦Z≦8の軽質量破片との同時計測を行い，またあわせて荷電粒子

生成の多重度測定系をも行った。

　軽粒子測定には，GANIL研究所で作動している多重度測定系を用いた，さらに著者らは，Z≧4

の破片測定用の検出器系を開発・整備し，同時計測を行うことによって，異った衝突係数領域から

生成される中間質量破片を識別することに成功した。

　この研究を通して，以下の事実が判明した：i）正面衝突においては，Z≧ユOの重い破片の生成

率は，25MeV／uと36MeV／uの問で急激に減少する。これに対して，4≦Z≦9の軽い破片の生成

率は，広い衝突係数領域にわたって，一入射エネルギーと共に増加する。（これは31MeV／u附近で核

融合が消滅するという他の観測結果と一致している。）ii）同時計測により，中間質量破片は，2つ
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の核の融合した複合核（平衡状態）全体からではなく，高温の局所（非平衡状態）から放出される。

その高温局所はまた高速陽子を主に放出する。iii）方位角方向の角相関を通じて，熱い核物質の形

成・崩壊の動力学的解明に関する基礎データを得た。

審　　査　　の　　要　　旨

　中問エネルギー領域とは文字通り，複合核生成が支配する低エネルギーと，核破砕が主役を演ず

る高エネルギーの申問である。その中問で核反応機構がどのような“遷移”を行うかは非常に興味

がある。

　著者はこの問題にメスを入れることを試みた。そのためには，反応生成物の一方のみを検出する

“i㏄1uSiVe”の測定では不十分なので，軽い破片と重い破片を同時に計測する“eXC1uSiVe”の実験が

必要である。著者はそのために検出器系を整備し，初めての経験であるフランスの大研究所におい

て，限られたマシンタイム中に日仏協同研究を成功させた。

　その後も膨大なデータの整理。解析に主役を演じた。殊に現象をイベント毎に運動量テンソル解

析法を用いて解析し，4つの衡突係数領域に分類することに成功した。これを通じて上述の“熱い

核物質”解明の貴重なデータを提供した。

　著者の能力とこの論文の内容はすでに日仏双方の研究者から高く評価されている。

　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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